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内野家文書・平林家文書の概要                                        平成３０年９月調査 

１ 由来 

   内野家文書は、江戸時代、東海道岡部宿の本陣を勤めた内野九兵衛家に伝来した資料２８点である。平林家文書は、島田市本通り１丁

目の平林家に関わる資料６４点である。内野家と平林家は、姻戚関係にあり、かつて内野家の資料が平林家に預け入れられた経緯がある。

現在、平林家では、平林廣志氏が従兄弟会の代表となり、両文書の管理にあたっている（令和 2年現在、両古文書は島田市博物館へ寄贈

された）。 

２ 時代  

内野家文書は、江戸後期の文政９年（１８２６）の教育・文化資料を最古とし、幕末から明治・大正に亘る。平林家文書は、大正１４

年（１９２５）の教科書を最古とし、戦後の昭和２５年に亘る。 

３ 内容 

   島田市史編さん室で古文書調査の折に使用している「近世文書分類表（明治５年まで）」、「近・現代文書分類表（明治６年以降）によ

り、分類・整理した。以下、その概要である。 

  [内野家文書] 

  （１）「近世文書分類表（明治５年まで）」による資料 

    ①Ａ－１：支配－領知・・・・・１点 

       東海道岡部宿本陣備の資料として、光格天皇に仕えた人たち、その下に仕えた人たちの一覧である。 

    ②Ｇ－１：交通・通信－宿駅     １点 

       東海道岡部宿の本陣仁藤清左衛門が記した岡部宿の町図。各当主名を列記し、付箋を付して人名・職業等を注記する。裏打料 

      紙に、文化１４年の帳面等が使われている。 

    ③Ｊ－１、２、３：教育・文化－教育、学芸、文化・・・・・６点 

       教育では、天保期の教材。学芸では、漢詩・たしなみ・字典、文化では、京都の名所案内からなる。 

  （２）「近・現代文書分類表（明治６年以降） 

  ①Ⅱ－７：経済・産業－商業・・・・・１点 

     商業では、明治３０年から同３６年に亘る丸勢商店関係の入費・出入の帳面である。 
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②Ⅳ－１、５，６：教育・文化－学校、文学、芸能等・・・・・１９点 

      明治９年から大正１１年までの漢字字典や諸教科書類、読み本、天保期校正版の四書、浄瑠璃本等の資料である。 

  [平林家文書] 

  （１）「近世文書分類表（明治５年まで）」による資料 

    なし 

  （２）「近・現代文書分類表（明治６年以降）による資料 

    ①Ⅰ－１、２、３、４、８、１０、１１：政治行政－町村制、戸口、国・県・郡政、選挙、土木・水利、警防等、戦争・兵事等・・・

３９点 

       戦後における島田市関係以外の町村合併や経済の再建、国勢調査、国・県・郡政、選挙、土木・水利、警防、戦争・兵事等関

係の資料である。 

    ②Ⅱ－４、５、６、８、９：経済・産業－経済団体、農林業、鉱工業、金融、運輸・通信・・・・・・６点 

       第２次大戦中の経済、農林業、鉱工業、金融、運輸・通信関係の資料である。 

       令和 2年 7月、新たに分類Ⅱ－７（商業）にあたる文書の寄贈を受けた。・・・・・・・・・・・１点 

    ③Ⅲ－４、６：社会・労働－労働・農民運動、衛生等・・・・・・３点 

       第２次大戦中の労働、衛生関係の資料である。 

    ④Ⅳ－１、４：教育・文化－学校、出版等・・・・・１３点 

       大正１４年から昭和戦前までの学校、出版関係の資料である。 

    ⑤Ⅴ－５，６：その他－雑・・・・・・２点 

       アメリカ・カナダの視察、シンガポールの現況等の報告資料である。 

４ 特徴 

   内野家文書は、江戸時代の東海道岡部宿関係の資料として点数は少ないが、江戸後期の岡部宿の実態を伝えていて貴重である。平林家

文書は、殆どが戦前・戦後に限られた資料である。特に、平林庄蔵氏が戦前に町会議員、戦後に県議会議員として活躍された経緯があり、

その関係資料は量的にも多く、当時の静岡県の状況をよく伝えている。この他、戦時中の諸雑誌や戦後の海外視察報告等、見るべき資料

がある。 


